
.

いつも、文化の森てんえい 「図書室」をご利用いただき、ありがとうございます。

今月も皆さんからのリクエストのほか、新刊・話題の本を数多く取り扱っていきま

天栄村では現在「英語の村 てんえい」といたしまして、

村民の方に英語を推進しているところです。

そこで、文化の森 てんえい図書室でも英語の絵本など

を揃え、英語のコーナーを新たに作りました。

英語に触れる機会の無い方でも、簡単な絵本などで

英語に触れてみては、いかがでしょうか。

今後は、英語の小説などを入荷する予定なので、ぜひ

一度読んでみてください。

月間おすすめ本紹介コーナーでは、読者の皆さんから図書室内の本について他の人にお勧めしたい本を２００文

字程度で書いてもらいその作品を紹介するコーナーとなります。

おすすめ本紹介は、図書室カウンター前に応募用紙がありますので、おすすめしたい本がありましたらぜひ投稿し

てください。

・募集期間 平成２８年５月２日（月）～平成２９年２月２８日（火）

・募集内容 文化の森 てんえい「図書室」内にある図書

・投稿文字数 ２００文字程度

・その他 投稿してい頂いたお礼に、参加賞を贈呈いたします。

平成２８年７月２９日発行

・おすすめしたい本を２作品紹介いたします。

今坂在住「Ｉさん」のおすすめ本

【天使と悪魔 】 ダン・ブラウン著 角川文庫

科学者でありカトリックの司教でもあるヴィットリアが何者かに暗殺される。遺体には宗教が科学への

弾圧に反発した古の組織「イルミナティ」の印を残していく。同時にローマ法王を選出する儀式がバチカン

で開催されるが法王候補の４人の枢機卿が何者かに誘拐される。法王選出の影に幻の組織イルミナティ

の陰謀が・・・

この作品は、宗教と科学の対立や善と悪といった人間の二面性をテーマに宗教学者ロバート・ラングドン

が事件の真相に迫っていくミステリーである。有名な科学者であるガリレオや実在する教会が登場するた

め歴史の背景やバチカンの街並みにも興味がでる作品である。同名で映画化もされており、舞台である

バチカンの情景が映像で楽しめるので映画の鑑賞もおすすめする。

文化の森てんえい 館長のおすすめ本

【夜蜘蛛】 田中 慎弥著 文藝春秋

「乃木大将とおんなじだね。」

明治生まれで陸兵として出兵し、右足に負傷しながらも生きて帰ってきた父に幼い息子がかけた言葉。

そして、人並みに老いていった父は、昭和から平成という時代の変わり目に静かに決断する。息子の言

葉とともに・・・

父と息子のそれぞれの人生を手記にて紡いでいく中で戦時中に壕の中で見た蜘蛛の意味は・・・

「共食い」で第１４６回芥川賞を受賞した作者が親子の平凡なしかし荒々しい生と死を描いた秀作である

と勝手に評価しています。


